
看護管理者が考える特定行為研修
修了者の役割

～利用者の声から思うこと～
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医療法人恒貴会
訪問看護ステーション愛美園
所長 中島由美子
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1．訪問看護ステーション愛美園の概要
●所在地
茨城県桜川市大国玉2513-12
訪問可能地域は、桜川市（人口44,000人）、筑西市（人
口104,000人）,下妻市つくば市（重症心身障害児のみ）

●スタッフ
看護師 10名 常勤換算 9．6名
理学療法士 1名 言語聴覚士 1名
ケアマネジャー 3名（専従）
事務員 1名 看護補助員 3名
●利用者 138名/月 平成28年12月
0歳から101歳 母性以外のすべての領域を訪問して
いる
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2．地域と利用者のニーズに
基づいた研修受講の決定

真冬の夕暮れの
筑波山
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1）茨城県桜川市の現状と課題

①人口減少
人口増減率 －6.66％

②超高齢化
65歳以上 29.5％

③医師不足
人口10万人あたり医師数
103人（全国平均245人）

④医師の高齢化
筑西下妻二次医療圏
（桜川市を含む）
60歳以上の医師34％
（全国平均27.7％）

※①～③日本医師会地域医療情報システムよりＨ29、1.26
※④社会保障制度改革推進本部 医療・介護情報の分析・検討ワーキンググループ第7回資料4よりＨ29，1.26

医師不足と医師の
高齢化が顕著

医師の業務及び夜
間・祝日の緊急対
応等を少しでも、訪
問看護師が分担で
きないか？
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2）特定行為に関する利用者のニーズ

●膀胱ろうカテーテル留置

胃ろうカテーテル留置

利用者12名（平成26年度）

●気管カニューレ留置

利用者8名（平成26年度）

●平成27年度新規利用
者144人中15人（10％）
が多発褥瘡。医師のタ
イムリーな訪問による
壊死組織の除去が困
難。治癒遅延の可能性
も。

＜特定行為＞
●ろう孔管理関連

●呼吸器（長期呼吸療
法に係るもの）関連

＜特定行為＞
●創傷管理関連

＜訪問看護ステーション愛美園在宅利用者の状況から＞
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※多発褥瘡の一例（訪問開始1ヶ月後）
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3）研修受講の決定と費用など

研修場所 自治医科大学看護師特定行為研修センター
研修期間 平成27年10月から、約1年間程度
研修内容 ・臨床病態生理学など共通科目315時間をe-learningと一部スクーリングで受講

・筆記試験
・区分別科目毎の講義及び演習（実習含む）
呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 21時間
ろう孔管理関連 48時間
・区分科目別に筆記試験及び実技試験

予算 ・入学料 20,000円
・共通科目受講料 380,000円
・区分別科目｛呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連｝ 27,000円

｛ろう孔管理関連｝ 65,000円
合計 約500,000円を予定した

・厚生労働省/労働局による「キャリア形成促進助成金」
経費助成金200,000円及び賃金助成金1時間400円を申請した

その他 ・e-learning用のパソコンは、事業所のパソコンを使用した（自宅では研修機関から
支給されたタブレット端末を使用）
・実習用のユニフォームを準備した

27
①ろう孔管理関連及び②呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連

平成27年度Ａ看護師が受講

③創傷管理関連 平成28年度Ｂ看護師が受講 8



4） 研修修了後の感想

●講義がe-learningであり実習期間も分割して実施
された為訪問看護ステーションにとって業務には大
きな支障とはならなかった。

●研修生は、担当教員のフォローを受け、同期の研
修生とはオンラインシステムを利用して情報共有で
きたため落ち着いて過負荷とならずに研修を修了
できた。

●フィジカルアセスメント能力や臨床推論力など、事
業所内看護師に対しても教育的効果が見られる。
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3．特定行為研修修了後の活動状況
1）特定行為研修修了後の周知について
「呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連」及び「ろう孔管
理関連」の特定行為研修修了看護師が愛美園に在籍し
それらの行為を実施できることを周知する

対象（平成28年度）
同法人の診療所 （医師や看護師、事務員）
他法人の診療所 （医師や看護師、事務員）
地域多職種合同カンファレンスでの報告

※ケアマネジャー会、他施設などには、平成29年度実施予定
方法 特定行為研修修了看護師と管理者で訪問して

説明する
持参する資料

①特定行為看護師について（医療者用説明書）
②手順書など 10



地域の他法人診療所の医師に特定行為研修修了の報告と今後の
活動についての相談を行っている様子
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2）特定行為について全ての利用者へ周知する。
特定行為を実施する利用者に対しては、説明し同意を得る。

（契約書の変更も必要）

利用者と
家族に
説明中！

※写真は許可を
得て使用してい
ます
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看護師特定行為の説明書（利用者用）

13



看護師特定行為の説明書（利用者用）
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15

看護師特定行為
手順書

気管カニューレ用



患者名 特定行為 説明書
サイン
取得日

実施回数

Ａ氏 膀胱ろうカ
テーテル
交換

平成28年
11月22日

6回

Ｂ氏 膀胱ろうカ
テーテル
交換

平成28年
12月21日

2回

Ｃ氏 気管カュー
レ交換

胃ろうカ
テーテル
交換

平成29年
1月19日

1回

平成28年10月～平成29年1月
特定行為実施状況

＜医師の指導を受けながら胃ろうカテーテル交換＞

※写真は許可を得て使用しています 16



4．利用者の声（一例）

●手技や準備がスムーズで、もう終わった
の？って思う

●出血がなくてとても良かった

●医師と交代じゃなくて毎回看護師でもいいな。

●他の看護師も研修に行かせた方が良いん
じゃないか？

●緊急体制が医師と看護師の二重体制になる
のは、とても安心です
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これは、良い制度だこれは、良い制度だ
な。国はもっと早くこ
ういうことをやればよ
かったんだよ。

愛美園の他の看護
師も研修に行かせた
方が良いんじゃない
か？それで、デイ
サービスの看護師と
かに指導も行うとい

いよ。

※写真と文章は許可を得て使用してます 18



5．活動中の修了者の声

●膀胱ろうカテーテル交換は最初から自信を

もって実施できた。気管カニューレ交換は不
安があり、主治医に手技を見てもらいながら
交換した。次回からは単独で交換できると思
う。

●訪問看護師の特定行為修了者の仲間が増

えると良い。訪問看護師にとって必要な看護
行為と考える。
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6．まとめ
●特定行為修了看護師が、地域において、
気管カニューレの交換や胃ろう・膀胱ろう
のカテーテル交換を安全安楽に実施出
来るようになった。
●医師との業務分担、夜間や祝日の緊
急対応が二重体制となる等医師の負担
軽減にもつながっていくと考える。
●看護師は地域のニーズも視野に含め
て研修への参加を考慮できるのではな
いだろうか。
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